
い
」
挨

拶

二
重
大
学
歴
史
研
究
会
は
、
二
重
大
学
が
発
足
し
た
翌
年
の

一
九
五
〇
年
に
結

成
さ
れ
て
以
来
、
地
域
社
会

へ
の
学
術
的
貢
献
を
目
標
と
し
て
き
た

〔註
１
〕
。

一
九
五
三
年
に
は
会
誌

『
ふ
び
と
』
を
創
刊
し
、
現
在
ま
で
に
五
九
号
を
重
ね
、

時

々
に
は
発
掘
報
告
書
や
そ
れ
に
関
連
す
る
文
集
な
ど
も
刊
行
し
て
き
て
い
る
。

さ
て
本
年
二
〇
〇
八
年
は
、
藤
堂
高
虎
が
伊
予
か
ら
伊
勢

・
伊
賀
に
転
封
し
た

慶
長
十
三
年
よ
り
数
え
て
四
〇
〇
年
目
に
あ
た
り
、
津
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

自
治
体
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
二
重
大
学
教
育
学
部
が
藤

堂
藩
の
藩
校
有
造
館
を
ル
ー
ツ
と
す
る
こ
と
も
あ

っ
て

〔註
２
〕
、
私
た
ち
は
分
科

会

「藤
堂
藩
史
研
究
会
」
を
中
核
に
、
昨
年
に
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
次
に
示

す
諸
活
動
を
お
こ
な

つ
た
。

①
月
例
会
の

「古
文
書
の
会
」
を
通
じ
て
、
樋
田
清
砂
氏
所
蔵

『
藤
堂
御
家
譜
井

雑
書
』
の
翻
刻
を
完
了
し
た
。
同
書
は
、
未
翻
刻
の
精
度

の
高

い
高
虎

一
代
記
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
順
次

『
ふ
び
と
』
五
人
号

（二
〇
〇
六
年
）
・
五
九
号

（
二
〇
〇

七
年
）
に
掲
載
し
て
き
た
。

②
岡
田
文
化
財
団
に
申
請
し
た
研
究

「藤
堂
高
虎
と
藤
堂
藩
に
関
す
る
研
究
と
そ

の
成
果
の
公
表
」
が
採
択
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
市
民
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開

催
し
、
い
ず
れ
も
大
変
好
評
で
あ

っ
た
。

第

一
回
　
一
一〇
〇
七
年
二
月
二
日

（於
ア
ス
ト
津
、
と
き
め
き
高
虎
会
と
共
催
、

二
重
大
学
よ
り
助
成
を
受
け
る
）

藤

田

達

生

角
　
舎
利
氏

（伊
賀
古
文
献
刊
行
会
）

「藤
堂
高
虎
関
係
史
料
に
つ
い
て
」

第
二
回
　
一
一〇
〇
七
年
八
月
十

一
日

（於
ア
ス
ト
津
、
と
き
め
き
高
虎
会
と
共
催
、

津
市

。
二
重
大
学
後
援
）

福
井
健
二
氏

（伊
賀
文
化
産
業
協
会
）

「藤
堂
高
虎
と
上
野
城
」

第
二
回
　
一
一〇
〇
七
年
十

一
月
十
七
日

（於
伊
賀
市
お
城
会
館
、
と
き
め
き
高
虎

会
と
共
催
、
伊
賀
市
教
育
委
員
会
後
援
）

東
谷
　
智
氏

（甲
南
大
学
文
学
部
教
員
）

「藤
堂
藩
伊
賀
国
の
役
割
と
藩
政
機
構
―
広
域
行
政

・
軍
事
力
を
め
ぐ
っ
て
―
」

③
論
集

『
藤
堂
藩
の
研
究
』
（論
考
編

・
史
料
編
）
を
刊
行
す
る
た
め
に
、
七
回
の

研
究
報
告
会
と
古
文
書
合
宿

（九
月
二
十
二

・
二
十
三
日
、
於
榊
原
温
泉
神
湯
館
）

を
実
施
し
た
。
研
究
報
告
は
、
い
ず
れ
も
最
先
端
の
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

第

一
回
　
五
月
二
十
日
　
太
田
光
俊
氏

（大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
学
生
）

弓
高
山
公
実
録
』
の
成
立
に
つ
い
て
」

第
二
回
　
エハ
月
二
十
日
　
齋
藤
隼
人
氏

公
二
重
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
学
生
）

「初
期
江
戸
幕
府
に
お
け
る
藤
堂
高
虎
」

第
二
回
　
七
月
二
十

一
日
　
藤
谷
　
彰
氏

（二
重
県
史
編
纂
室
）
「村
方
支
配
と
内

検

・
年
貢
」

-1-

ご

挨

拶

三
重
大
学
歴
史
研
究
会
は
､
三
重
大
学
が
発
足
し
た
翌
年
の

一
九
五
〇
年
に
結

成
さ
れ
て
以
来
､
地
域
社
会

へ
の
学
術
的
貢
献
を
目
標
と
し
て
き
た

〔註
l
〕｡

一
九
五
三
年
に
は
会
誌

『
ふ
び
と
』
を
創
刊
L
t
現
在
ま
で
に
五
九
号
を
重
ね
､

時
々
に
は
発
掘
報
告
書
や
そ
れ
に
関
連
す
る
文
集
な
ど
も
刊
行
し
て
き
て
い
る
｡

さ
て
本
年
二
〇
〇
八
年
は
､
藤
堂
高
虎
が
伊
予
か
ら
伊
勢

･
伊
賀
に
転
封
し
た

慶
長
十
三
年
よ
り
数
え
て
四
〇
〇
年
目
に
あ
た
り
､
津
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

自
治
体
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る
｡
三
重
大
学
教
育
学
部
が
藤

堂
藩
の
藩
校
有
造
館
を
ル
ー
ツ
と
す
る
こ
と
も
あ
っ
て

〔註
2
〕
､
私
た
ち
は
分
科

会

｢藤
堂
藩
史
研
究
会
｣
を
中
核
に
､
昨
年
に
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
次
に
示

す
諸
活
動
を
お
こ
な

っ
た
｡

①
月
例
会
の

｢古
文
書
の
会
｣
を
通
じ
て
､
樋
田
清
砂
氏
所
蔵

『
藤
堂
御
家
譜
井

雑
書
』
の
翻
刻
を
完
了
し
た
｡
同
書
は
､
末
翻
刻
の
精
度
の
高
い
高
虎

l
代
記
で

あ
り
､
こ
れ
ま
で
順
次

『
ふ
び
と
』
五
八
号

(二
〇
〇
六
年
)
･
五
九
号

(二
〇
〇

七
年
)
に
掲
載
し
て
き
た
｡

②
岡
田
文
化
財
団
に
申
請
し
た
研
究

｢藤
堂
高
虎
と
藤
堂
藩
に
関
す
る
研
究
と
そ

の
成
果
の
公
表
｣
が
採
択
さ
れ
､
次
の
よ
う
な
市
民
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開

催
し
､
い
ず
れ
も
大
変
好
評
で
あ
っ
た
｡

第

一
回

二
〇
〇
七
年
二
月
三
日

(於
ア
ス
ト
津
､
と
き
め
き
高
虎
会
と
共
催
､

三
重
大
学
よ
り
助
成
を
受
け
る
)

藤

田

連

生

角

舎
利
氏

(伊
賀
古
文
献
刊
行
会
)

｢藤
堂
高
虎
関
係
史
料
に
つ
い
て
｣

第
二
回

二
〇
〇
七
年
八
月
十

一
日

(於
ア
ス
ト
津
､
と
き
め
き
高
虎
会
と
共
催
､

津
市

二
二
重
大
学
後
援
)

福
井
健
二
氏

(伊
賀
文
化
産
業
協
会
)

｢藤
堂
高
虎
と
上
野
城
｣

第
三
回

二
〇
〇
七
年
十

一
月
十
七
日

(於
伊
賀
市
お
城
会
館
､
と
き
め
き
高
虎

会
と
共
催
､
伊
賀
市
教
育
委
員
会
後
援
)

東
谷

智
氏

(甲
南
大
学
文
学
部
教
員
)

｢藤
堂
藩
伊
賀
国
の
役
割
と
藩
政
機
構
-

広
域
行
政

･
軍
事
力
を
め
ぐ
っ
て
-
｣

③
論
集

『
藤
堂
藩
の
研
究
』
(論
考
編

･
史
料
編
)
を
刊
行
す
る
た
め
に
､
七
回
の

研
究
報
告
会
と
古
文
書
合
宿

(九
月
二
十
二

･
二
十
三
日
､
於
榊
原
温
泉
神
湯
館
)

を
実
施
し
た
｡
研
究
報
告
は
､
い
ず
れ
も
最
先
端
の
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
0

第

一
回

五
月
二
十
日

太
田
光
俊
氏

(大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
学
生
)

｢『
高
山
公
実
録
』
の
成
立
に
つ
い
て
｣

第
二
回

六
月
三
十
日

斎
藤
隼
人
氏

(三
重
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
学
生
)

｢初
期
江
戸
幕
府
に
お
け
る
藤
堂
高
虎
｣

第
三
回

七
月
二
十

一
日

藤
谷

彰
氏

(三
重
県
史
編
纂
室
)
｢村
方
支
配
と
内

検

･
年
貢
｣

1



第
四
回

九
月
二
十
九
日

菅
原
洋

一
氏

(三
重
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室

教
員
)
｢『
津
八
幡
宮
祭
礼
絵
巻
』
に
見
る
近
世
初
期
の
津
城
下
と
町
屋
｣

第
五
回

十
月
二
十
七
日

浅
野

聡
氏

(三
重
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
員
)

｢城
下
町
の
歴
史
的
町
並
み
の
保
全
と
活
用
-
上
野
城
下
町
の
近
代
化
と
将
来
I

｣

第
六
回

十

一
月
二
十
三
日

松
島

悠
氏
(広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
学
生
)

｢津
城
に
関
す
る
研
究
｣

第
七
回

十
二
月
二
十
五
日

鈴
木
え
り
も
氏

｢高
虎
発
給
文
書
の
様
式
｣

④
津
市
の

｢藤
堂
高
虎
公
入
府
四
〇
〇
年
記
念
事
業
｣
に

｢藤
堂
高
虎
時
代
の
津

城
と
城
下
町
の
復
原
的
研
究
と
そ
の
成
果
の
公
表
｣
を
申
請
し
採
択
さ
れ
､
他
大

学
院
生
も
巻
き
込
ん
で
研
究
を
進
め
た
｡
こ
の
成
果
は
､
二
〇
〇
八
年
二
月
二
日

開
催
の
第
三
十
七
回
三
重
大
学
歴
史
研
究
会
大
会
で
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
｡

⑤
三
重
大
学
高
等
教
育
創
造
開
発
セ
ン
タ
ー
の
募
集
し
た

｢
p
B
L
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
｣
に
､
二
〇
〇
七
年
度
後
期
日
本
史
演
習
Ⅰ

｢藤
堂
高
虎
時
代
の
津
城

と
城
下
町
の
復
原
的
研
究
｣
が
採
択
さ
れ
､
教
員
と
学
生
が

一
体
と
な

っ
た
授
莱

を
お
こ
な

っ
た
｡

こ
の
た
び
刊
行
す
る
本
書
は
､
①
④
⑤
と
関
係
す
る
｡
収
録
し
た
絵
図
は
､
津

市
役
所
の
所
蔵
す
る
も
の
で
､
『
津
市
史
』
の
編
纂
過
程
で
旧
藤
堂
藩
重
臣
家
が
所

蔵
す
る

｢津
城
下
町
絵
図
｣
を
写
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
ト
レ
ー
ス
と
解

読
は
､
学
生
部
会

(長
谷
川
市
太
郎

･
福
山
美
和

･
江
尻
明
日
香

･
野
田
あ
ず
さ
)

が
'
斎
藤
隼
人
氏

･
北
川
英
昭
氏

･
竹
田
知
靖
氏
の
協
力
を
得
て
お
こ
な

っ
た
｡

『
藤
堂
御
家
譜
井
雑
書
』
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
ま
で

『
ふ
び
と
』
で
翻
刻
し
て

き
た
原
稿
に
残
り
分
を
加
え
､
さ
ら
に
前
欠
部
分
を
ほ
ぼ
同
内
容
の
伊
賀
市
立
上

野
図
書
館
所
蔵
の
同
書
で
補

っ
た
｡
収
録
を
快
く
許
さ
れ
た
樋
田
清
砂
氏
お
よ
び

伊
賀
市
立
上
野
図
書
館
に
は
､
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
｡
ま
た
翻
刻
作
業
に
お

い
て
は
､
特
に
太
田
光
俊

･
久
志
本
英
男
両
氏
に
お
世
話
に
な

っ
た
｡

『
藤
堂
御
家
譜
井
雑
書
』
の
特
徴
は
､

1
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
､
多
数
の

一

次
史
料
の
写
し
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
そ
の
な
か
に
は
原
史
料
が
伝

来
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
'
内
容
的
な
信
頼
性
を
裏
づ
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
｡

如
上
の
よ
う
に
､
私
た
ち
は
広
く
助
成
を
受
け
て
高
虎
と
藤
堂
藩
に
関
す
る
研

究
を
進
め
て
お
り
､
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
'
市
民
に
還
元
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
る
｡
こ
の
活
動
が
､
い
さ
さ
か
な
り
と
も
関
係
自
治
体
の
町
お
こ
し
に
寄
与

で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
｡
な
お
本
書
の
刊
行
に
は
､
｢藤
堂
高
虎
公
入
府
四
〇
〇
午

記
念
事
業
｣
と
し
て
津
市
か
ら
資
金
援
助
を
受
け
て
い
る
｡

〔註
1
〕
三
重
大
学
歴
史
研
究
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
記
録
は
､
藤
田
連
生
編

『
｢教
科
力
｣

構
築
の
た
め
に
-

三
重
大
学
歴
史
研
究
会
と
P
B
L
教
育
-
』
(平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
基
盤
研
究
(B
)
(
一
般
)
｢教
員
養
成
型
p
B
L
チ

ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
の
た
め
の
シ

ス
テ
ム
お
よ
び
評
価
法
の
開
発
｣
報
告
書
)
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

た
か
さ
わ

〔註
2
〕
有
造
館
は
､
藤
堂
藩
十
代
藩
主
藤
堂
高

允

が
文
政
三
年

(
一
八
二
〇
)
に
設
立
し

た
藩
校
で
あ
る
｡
か
つ
て
有
造
館
は
､
全
国
的
に
著
名
な
学
者
で
あ
る
猪
飼
敬
所
や
斎
藤
拙

堂
な
ど
を
擁
し
､
学
問
水
準
の
高
い
藩
校
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
｡
明
治
維
新
後
'
藩
校
を

利
用
し
て
三
重
県
師
範
有
造
学
校
が
開
設
さ
れ
､
何
度
か
の
編
成
替
え
を
経
た
後
､
昭
和
二

十
四
年
に
三
重
大
学
学
芸
学
部
と
な
り
､
昭
和
四
十

一
年
に
は
教
育
学
部
に
改
組
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
｡
有
造
館
が
津
城
内
に
置
か
れ
た
関
係
か
ら

(現
N
T
T
津
周
辺
)､
本
学
も

上
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
ま
で
は
旧
城
内
の
丸
之
内
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
た
｡

(ふ
じ
た

た
つ
お

三
重
大
学
教
育
学
部
教
員
)

2


